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◆ 第３回柳川市観光まちづくり推進委員会議事録 

平成２３年１０月７日作成 

 

◇ 日 時：平成２３年１０月５日(水)１４時００分から１６時３０分まで 

◇ 場 所：柳川市民会館 第２会議室 

 

時刻 項 目 担 当 内  容 

14:03 ●会長挨拶 千会長  こんにちは。今日は選択と集中プランづくりとい

うことで、市長に提言を行う素案をつくっていきた

いと思います。選択と集中プラン作りとして柳川市

としてこれまで取り組んできた事業やこれから取り

組もうとする事業もございます。これらの取り組み

を時代の変化も視野に入れ、予算を重点的に投

資すべき事業を考えていただきたいと思います。

皆さんの専門的なご意見をお願いします。 

 それでは、議題１をお願いします。 

14:05 ● 前 回 会 議 ま

でのポイント

整理 

山田係長  資料１・２・３に基づき説明。 

千会長 それでは、短期計画が終了し、満足度やマーケッ

トがどのように変わったのかを報告をお願いします。
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●満足度に関

するアンケート

調査まとめ・評

価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津留  資料４に基づき説明。 

千会長  アンケート結果を参考に、資料５・６から選択と集中

プラン作りを行っていきたいと思います。 
 アクセスが改善され、新幹線も開業し、九州観光 
推進機構で関東圏でのＰＲも効果が表れていると思

います。皆さんご意見ございますでしょうか。 
横山委員  土産品の不満に関してですが、物がないのか、買

える場所が分からないのか。１２月にアンテナショッ

プを開店するので、そのことが分かればと思いまし

た。 
立花委員  満足する商品がないことだと思います。 
横山委員  お土産として満足するものがないということでしょう

か。 
立花委員 いっぱいある中で、色々な商品が普通に売れる。

これといった商品はございません。あそこのまちに行

資料 １ 



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ったらこれだけは絶対買って帰らないといけないとい

った商品が必要です。お土産品のうなぎメシみたい

なものが必要ではないでしょうか。柳川行ったらうな

ぎめしを食べないといけないと思うように、柳川に行

ったらこのお土産を買わないといけないと思わせる

ような商品の開発が必要です。 
横山委員 特定の物がないという解釈でよろしいでしょうか。 
千教授  これといったものがないといった事やまとまった商

品がないといったご意見もたくさんあります。 
 特色がないということと、どこで柳川のお土産が買

えるのかが分からないといったご意見も多くございま

した。 
待鳥委員 旅に行ったら土産を買いたいと思います。柳川市

ではブランド商品の開発にも取り組んでいらっしゃる

のでいいと思いますが、何か「柳川のお土産のキャ

ッチコピー的なもの」が必要ではないでしょうか。 
立花委員 昔のお土産はご近所に配る物だったが、今は自

分のために買うように代わってきています。特に、女

性が圧倒的に多いと思いますが、そのことを踏まえ

て女性をターゲットを絞っていく必要があるのではな

いでしょうか。 
本田委員 特に、主婦層は土産の購買力が高く、ここにしか

ないものを買い、価値観のあるものを求めていま

す。 
単なるお菓子ではない何かを買いたいと常に思っ

ています。 
立花委員 知り合いから出身地でもない土地のお土産が送ら

れてくることがあります。美味しいから食べてください

といって送ってくれます。送ってくださる方が自慢して

くれる商品が必要だと思います。 
待鳥委員 ブランド化と連携して取り組んでいければいい商

品ができるのではないでしょうか。 

大江委員 物語が欲しいですね。自慢したくなるような物語。

期待を裏切らないものがあることが重要です。なる

ほどと思わせるものが必要。商品を渡す時に商品に
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関する物語を「実は○○なんです」みたいに語れると

いいと思います。 
本田委員  アンケートを見てみて、サンプルが少ないのと期間

が短いのでこれで一概に結論付けれないと思います

が、震災の時期も入っております。これを全部鵜呑

みにはできないと思いますが、目的が、観光なのか

ビジネスなのかが分からないので、５０代であればビ

ジネスが多いだろうし、果たして２０代が本当に観光

オンリーなのかも分かりません。その部分をもう少し

分析できればと思います。 
 貸切バスについては、東日本に行っていた団体ツ

アーが九州に流れてきていると思われます。また、

新幹線が開通すると新幹線の利用率が伸びて、飛

行機利用が下がってくるものなのですが、九州として

飛行機がまだそこまで落ちていないということも面白

いデータだと思いました。 
 アンケート結果の中で不満要素が一番重視すべき

ことだと思いますが、柳川と言えば掘割、川下りと思

います。川が汚れていることは一番の問題でないで

しょうか。柳川としては水郷柳川として売っていくなら

ば川をきれいにしていくといった、すぐに取り組める

ことがあります。もちろん、お土産も大事でしょうが、

このことを整理していかないと柳川を訪れた観光客

が口コミで柳川は汚かったといわれるとアウトです。 
大江委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 マスコミ。ミニコミ、口コミ。３つのコミュニケーション

が大事と言われています。特に、琴奨菊関が大関に

なって、柳川市がメディアに取り上げられる機会も多

くなると思いますが、メディアの方が来たときにきれ

いなものを見せとかないと怖いですね。富士フイル

ムのＣＭもいいですね。観光客があの撮影の場所を

探すなど広がりがでてくると思います。 
九州も新幹線開業もあり首都圏からの取材が増

えてきています。琴奨菊関がパレードした際に水が

きれいであるということが大事であり、市民の方々が

すみやすいまち・きれいなまちに誇りをもつことが大

事でなはないかと思います。例えばですが、琴奨菊
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関が水上パレードをするまでに市民や子供たちが掘

割を清掃してお迎えをする。それを聞いたこと奨菊

関も喜ばれるといったいい物語ができて、それがメ

ディアに取り上げられて報道されていきます。それが

ストーリーであると思います。 
本田委員  富士フイルムでは、ディスティネーションキャンペー

ンとして、全国で写真コンテストを開催しますので、

そこからも今回のＣＭ撮影場所が写真を通して相乗

効果として観光に繋がっていく感じがします。 
大江委員  不満要素で「トイレ・水・まわりの景色」があげられ

ていましたが、女性をターゲットにすると絶対に必要

なことです。旅行の決定率は女性が９９，９％ですの

で、このことは絶対に必要です。今回は琴奨菊関の

凱旋パレードをきっかけにして、まちをきれいにする

取り組みが行政からではなく、市民から盛り上がれ

ばストーリーが出来上がってくると思います。 
本田委員  絶対必要なものをどれだけ抽出するのかが重要だ

し、問題点をいかに改善して盛り込んでいくかもあり

ます。大変だと思いますが、民間の発意でやれるこ

とをやれる範囲で取り組んでいくことが大事だと思い

ます。 
例えば、清掃活動も１カ月１回でも行えば予算も

かからないと思います。 
大江委員  事例ですが、京都の鴨川では毎日ボランティアで

市民が清掃活動を行っています。ゴミ一つ落ちてい

ません。 
本田委員  掘割には生活排水も流れていると思いますので、

水をきれいにすることは難しいかもしれませんが、物

が流れていることは論外です。 
大江委員  九州のブランドづくりとして概念を一つ統一しており

まして、「期待を裏切らない」ということを掲げていま

す。会社のものを買ったら性能や美観が自慢になり

ます。期待していたものががっかりしてしまったらブ

ランドでも何でもありません。まず、きれいにした上で

それからブランドづくりになっていくのではないかと思

います。 
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本田委員 ３月までＪＲ九州にいたんですが、駅のランキング

がございまして、年に３回調査があります。駅のきれ

いさやお客様への応対がよかった駅をポイント制で

ランク付けして、会議がある場合は駅長がそのラン

ク順に席に座るということになっており、悪い駅長は

いつも後ろの同じ席といったようなこともございます。

しかし、どの駅でもそのような取り組みを行うことでど

んどん駅がきれいになっていきます。これは自分た

ちの意識付けだと思います。皆さんが切磋琢磨して

いくことで、まちもまち並み含めて美化の意識が芽生

えてくるのではないかと思います。市民の方がその

ような意識がないときれいにはなりませんし、行政だ

けでは難しいです。 
大江委員 汚いところには行きたくありません。 

観光地に夢を持ってきたのにきれいではなければ

がっかりします。「汚いものがあることは美しいものを

消してしまう」ということだと思います。期待感を満足

させるためには、途中も含めてきれいなことであるこ

とが大事です。ゴミが落ちていないまちにすることか

ら始めないとブランド構築はできません。 
荒巻委員  「柳川までの案内看板等の整備状況」が不満という

ことですが、確かにみやま柳川インターからの道路

が未完成ということもあると思います。 
 最近、続けて聞かれたことなのですが、観光客から

柳川橋付近で柳川駅まではどのように行ったらいい

でしょうかと聞かれることがあります。私たちは当た

り前にすぐそこですよと分かりますが、知らない観光

客からすると分かりません。柳川橋付近には駅まで

の案内表示はありません。ちょっとした表示でもかま

いませんので何らかの対応をお願いします。 
また、駅からの観光施設への案内はございます

が、逆に駅までの案内がございませんので、観光客

がスムーズに駅まで帰れるようにお願いします。 
待鳥委員 アンケート調査の中で柳川に来たきっかけは聞か

れていないのでしょうか。 
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津留  目的は聞いておりますがまだ分析ができていませ

ん。 

千会長 今回の調査は２０年度の満足度が達成できたか

だけを抽出して整理しております。 
ご意見として、柳川の核となる水郷をきちんと見せ

方も含めて考えていくことと、ソフト的な案内やお土

産の話をいただきました。そのことについては、資料

６で議論をしていただきたいと思います。 
その前に資料５の柳川の環境の変化や今後どの

ような視点や方向性を持って取り組むべきなのかを

説明していただき、それを踏まえて優先順位を決定

していきたいと思います。 
説明をお願いします。 

●選択と集中プ

ランづくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山田係長 資料５に基づき説明。 

千会長 マーケットとターゲットの設定ですが、現在の時代

の変化や国内観光を取り巻く環境の変化を踏まえて

説明がございましたが、これだけは押さえておく必要

がある。また、ターゲット・マーケットはこれでいいの

かといったご意見をお願いします。 
荒巻委員 先方はどう思っているかはありますが、インバウン

ドとしては、ハウステンボスさんにアプローチする必

要があるのではないかと思います。 
国内では福岡都市圏がメインでしょうが、インバウ

ンドを考える上ではハウステンボスさんとタイアップ

しながら、柳川の素材を磨く必要があると思います。

待鳥委員 海外マーケットですが、九州は東アジアからの人

気が高く、それが福岡に流れていると思います。風

評被害対策でもございますが、日本在住の学生に来

てもらってその土地のよさを発信してもらうことを実

際展開しておりますが、柳川市としても一つの柱とし

て、これからの将来を背負っていくアジアの若者に

柳川を見ていただくことも先々のことを考えると大事

だと思いますし、良さを発信していくことで、大人にな

って柳川に再度訪れていただくことにもつながると思

います。もちろん基盤の整備等も必要になると思い



7 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ます。着地型観光のまちづくりを前提として進めなが

ら、同時にインバウンドも同じように、きれいで良い

印象を与えられるまちづくり、市民が誇れるまちづく

りを展開できたらと思います。それが「住んでよし・訪

れてよし」に繋がっていくのではないでしょうか。 
本田委員 委員会を１回目・２回目・３回目と行ってきましたが

「食・土産」「交通・アクセス・観光案内」「おもてなし」

といった３つの柱が出てきたと思います。 
先程、ハウステンボスとの連携の話が出ました

が、本当に必要かと感じました。ハウステンボスでは

そこで完結するのではないかと思います。 
柳川市としては、ちょっと違ったイメージで５０・６０

代をターゲットとするならば、ファミリー層よりは夫婦

で訪れやすいまちをつくることを考えることが必要な

のではないでしょうか。柳川のまちをゆっくり歩いた

り、川下りをしたりとした独自のイメージをもっと力強

く打っていく必要があると思います。 
柳川市周辺と連携してブランドを確立していくこと

の方が大事ではないかと思いました。 
荒巻委員 説明不足ですみませんが、ハウステンボスとの連

携はインバウンドでのお話しをさせていただいており

ます。上海長崎航路が入ります。クルーズ船は朝港

につき、夜出港するといった行程ですが、今後は長

崎でお客さんをおろして、陸を通って博多港へいくル

ートも出てくると思います、そのことも踏まえて、長崎

ハウステンボスとの連携が必要ではないかとご提案

をさせていただきました。 
手嶋委員 トイレがないということですが、柳川のまちを歩い

ていると「よりめせ柳川の駅」ののぼりを拝見しまし

たが、これはトイレの借用はお願いされているのでし

ょうか。 
古賀課長 貸していただくようにお願いをしております。 
手嶋委員 公衆トイレをつくるには経費がかかりますので、お

店が持っているトイレを使ってもらう機能をもっとＰＲ

していくことで改善できていくのではないでしょうか。 
江崎委員 ターゲット的なことを考えていくと、インバウンドの
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話ですが、中長期的な目線になってきますが国内市

場の伸びが期待できない以上、海外からの取り込み

も必要になります。 
福岡・九州の入込を見ますと韓国６割・中国本土

から２割弱入ってきておりますので、韓国・中国がメ

インのターゲットになると思いますが、そうなると外国

語表記やお店におけるメニュー標記、従業員の対応

などもありますので、長期的な視野で取り組んでいく

ことが大事だと思います。 
先程、ハウステンボスの上海航路の話がありまし

たが、１１月末に上海航路が就航されます。運賃は

安いんですが、部屋のチャージ料が発生しますがそ

れでも３・４万円程度で上海までいける、また、こちら

に呼べるということは大きな利点だと思います。クル

ーズと違って宿泊が伴ってきますので、横軸で佐世

保長崎～福岡～大分まで伸ばすことができると思い

ます。 
国内では、新幹線県南の３駅の利用率を見ます

と、筑後船小屋・大牟田・久留米ですが、久留米以

外は当初の見込みの７割程度しか達成できていま

せん。そこでやはり柳川が核となることが大事だと思

います。交通の２次アクセスやレンタカーの整備も不

十分ですし、周辺には大きな観光地もございませ

ん。柳川が核になっていただきたいと思います。新

幹線を使ってこちらに来ていただくお客様に水郷柳

川の魅力をどう発信していくかが県も含めて取り組

んでいくことだと思います。 
立花委員 インバウンドも大事だと思いますが、あくまでもプ

ラスαではないかと思います。柳川の場合は国内の

お客さんでいいと思います。柳川に来られない人に

無理やりきていただく必要はないと思います。 
柳川としては、近場の国内に力を入れるべきで、

観光というのは地域の人が楽しんでいるところに観

光客は訪れますし、日本人が来ない所に外国人は

魅力を感じないと思います。インバウンドに一生懸命

力を入れても予算ばかりかかるような気がしておりま
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す。もっと力を入れるべき事業が何かあると思いま

す。 

千会長 これまでのご意見を踏まえながら資料６について

検討していきたいと思います。 
戦略１～７にこだわる必要はございません。計画

に掲げるプロジェクトの最優先事業、すぐにでも取り

組むべき優先事業、可能であれば取り組む事業と分

けられると思います。新たな戦略もありましたらご意

見をお願いします。説明をお願いします。 
山田係長 資料６に基づき説明。 
千会長 それでは、説明がありました戦略１～７、新たな戦

略も含めて、今後３年間でこれに集中すべきだと思

われる事業についてのご意見をいただき、それを事

務局でまとめて、４回目に提案をさせていただきま

す。積極的にご意見をお願いします。戦略ごとに分

けずにこれが最優先ではないかと思われる戦略の

ご意見をお願いします。 
大江委員 個人的な意見なのですが、「戦略３」が最優先で

はないかと思います。なぜかと言いますと、黒川温

泉は、韓国の方がたくさん訪れている。先程も立花

委員がおっしゃいましたが、日本人が楽しんでいると

ころに行く傾向がございます。福岡の方が楽しめる、

東京の友人が福岡に遊びに来たら必ず柳川につれ

てきます。その時に、「連れてきた人ががっかりさせ

ないまちづくり」が大事ではないでしょうか。住んでい

る人達は自然に宣伝します。がっかりさせないことが

本当に大事だと思います。うなぎはがっかりしないと

思います。それが、戦略５に繋がっていくと思いま

す。地元の人たちが一緒になって自慢できるまちづく

りにつながっていき、福岡博多の方々が「やっぱり柳

川いいよね」という流れに繋がっていくと思います。 
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本田委員  私もそう思います。「戦略３」が大事だと思います。

アンケート調査の問題点として上がってきているもの

も改善できるでしょうし、今までの会議ででてきたソ

ーシャルメディアの活用も含まれていますので、まず

は、観光と市民の距離を縮めることが最優先ではな

いでしょうか。これをはっきり市民が意識づけること

によってまちのきれいさや美化にもつながり、それが

柳川のブランドに繋がっていくと思います。 
その後に戦略５につながり、次のステップとしてプ

ロモーションの戦略６につながっていくと思います。

目新しいものをやっていくのではなく、今の柳川をい

かに維持してさらに魅力づけていくことが大事だと思

います。 
大江委員  福岡市は国際会議の多い都市です。国際会議で

福岡市に来られた方々は発信力がすごい方々ばか

りだと思います。その方々をどこに連れて行こうかと

福岡の方が思った時に、やはり柳川だと思われるよ

うなことが一番いいと思います。 
本田委員 震災後にすぐに動いたのが韓国のブロガー招聘

事業でした。その中でも、柳川には訪れています。韓

国での発信力はすごかったそうです。それがインセ

ンティブツアーにもつながってきていると思います。 
ＦＩＴの個人旅行への影響力はすごいです。そこを

どのように柳川を紹介するか、「受け皿としての柳川

がしっかりないといけない」と思います。福岡市のコ

ンベンションとして観光客を誘致しておりますが、そ

の後のアフターコンベンションをどこに持ってこようか

いうことがありますが、福岡にないものが柳川にはあ

るということでお互いに共存共栄していくことでエリア

が魅力づけられて行くと思います。 
立花委員 柳川市においで頂く方は、国内だろうが海外だろ

うがすべて外の人と捉えています。観光は外貨獲

得、ドルやウォンではなく外のお金が入ってくればあ

りがたいことです。 
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本田委員 日本の人口を見ると福岡市の人口ベースが１０年

間で減少します。そのことを考えますとインバウンド

も視野に入れていく必要もあります。 
日本人から見た柳川と海外から見た柳川をどうす

み分けするかも必要になります。もちろん言葉や標

記の問題もあります。 
立花委員 アンケート調査の不満要素がありましたが、日本

人のお客様を満足させることができれば、海外のお

客様も満足します。我々は、海外のお客様に来てい

ただくために日本人の方を満足させることを考えて

いくことが大事ではないでしょうか。それができれば

海外の方がおいでになってもがっかりさせることはあ

りません。 
本田委員 2012 年は学会で福岡を訪れる方が多く、釜山で

ライオンズクラブの世界大会があります。釜山の世

界大会に来られた方をアフターツアーで福岡に誘致

をしたいと考えています。2016 年には福岡でライオ

ンズクラブの国際大会があります。アジアで連携を

し、その中で柳川を売っていけるようにしていければ

と思います。 
荒巻委員 戦略３の話が出ておりますが、柳川はイメージと

現実のギャップが大きいということで、まちが汚れて

いる川が汚れているとありましたが、柳川の街並み、

道路や歩道にしても他のまちと比較してもきれいだと

思っております。ただ、柳川に求められているものが

高いからそのようなギャップがあると思います。実

際、定期的に清掃活動を行っている市民団体もござ

いますし、間違いなく他よりはきれいだと思います

が、求められているレベルに達していないということ

は課題だと思いますので、自分たちも意識を持って

取り組むべきだと思います。 
待鳥委員 
 
 
 
 

「市民の取り組みを市民に発信していく」ことが大

事だと思います。市民の意識をもっと上げていくこと

が必要で、そういった取り組みをもっと市民全体に紹

介し、みんながやっているんだと思っていただき、

「住んでよしのまちづくり」に市民全体として取り組む
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 仕組みができればいいのではないでしょうか。 

目野委員 
 
 
 
 
 
 

我々も市民団体で動いておりますが、市民の観光

の意識が高い方とそうでない方のギャップが大きい

こともあると思います。 
清掃活動であったり水をきれいにする活動の情報

発信は大事だと思います。いかに、観光以外の市民

の方に意識のレベルを高めていただくことができる

かが大きいと思います。 
柳川にとって今後大きな力を発揮できるかどうか

にとっては大きいと思います。 
手嶋委員 私自身ソーシャルメディア、フェイスブックをやって

いますが、地元の北九州の魅力を定期的に発信し

ていますが、見た方が北九州はこんなにきれいな所

があるんですねと反応があると自分もうれしいです

し、そのようなことから自分の意識も変わってきたん

ですが、自分のまちがよく見えるように変えていきた

いなとか、きれいに見えるように写真をとりたいなと

か、もっと街がきれいになるといいなとか自分も何か

手伝いがしたいなといった意識の変化が現れます。

私も一市民の立場として、自分のまちをきれいにみ

せたいといった気持ちの変化がありましたし、市民一

人一人が情報発信するということの活動を通して地

元を愛する力や思い、その延長線が「愛郷心」や「地

元を愛すること」につながると思います。そのような

市民は一人でも増やした方がいいですし、そのこと

がまちのきれいさにもつながります。情報発信もでき

ますし、それがまちづくりもできる力になっていくと思

います。 
ソーシャルメディアは相互交流だけではなく、自分

が発信することで自分自身の意識が変わって、それ

を観光にも取り入れることも効果として大きいと思い

ます。もちろん、検証はできていませんが。 
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江崎委員  優先順位からすると観光地としての中身の充実、 
市民の方々の自覚から始まって、次がそれを発信す

ることだと思います。福岡県でも新幹線開業もありフ

ェイスブックを始めました。半月で約２００から３００人

に集まってきていただいております。数としてはあま 
り多くありませんが、そこに入ってきてくださった方 
が、さらに自分が知っている情報を付随して発信して

いただきます。有力なツールだと思います。ただ、新 
しい情報を常に発信していかないとすぐにダメになっ

ていきます。それを維持していく、核になっていく組 
織が必要ですし、しっかりと新しい情報・イベントを 
常に発信して、それに集まってくれる人を引き付けて

いく努力が求められてくるメディアだと思います。 
大江委員  その通りだと思います。ツイッターとフェイスブック 

を持っておりますが、常に一生懸命フォローをしてい

ます。常に発信力を持っていないと見なくなります 
ので、センスがある方が常にメディアに発信していか

ないとだめですね。 
 一つの例ですが、飯塚市は常に何かと結び付ける

努力をされています。何に繋がるかということを常に

考えていらっしゃいます。 
柳川も何かと結びつける関係のある人や柳川を 

思い出させるイベントや発信を常に考え続ける人が

いないと難しいと思います。現在、四季折々の情報

発信はされていますが、プラスαでそのようなことを

発信できるといいと思います。大変だが、何か面白

い、関わってみたくなる発信、喜ぶ発信のようなもの

が必要だと思います。 
江崎委員  発信側の負荷が高いですね。不断の努力が必要

です。 
大江委員  いったん流れができ始めると大きな流れになると思

います。 
手嶋委員  ソーシャルメディアは発信側と受信側とかは固定し

てないと思います。パワーブロガーも一人の市民で

すので、そのような人たちを柳川から一人でも多くの

人が発信できる勝手に観光協会みたいな人がでてく
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れば組織にもあまり負担がかからないと思います。

その人たちは楽しいから続けていきますので、その

人たちを増やすことも必要だと思います。 
大江委員  両方だと思います。きちっとする組織があれば相乗

効果が表れるので、組織としてはマスメディアへの組

織への発信も大事だと思います。 
手嶋委員  両輪だと思います。 
目野委員  ソーシャルメディアはいきた生の情報ですし、どちら

からの発信もできるメディアとしては積極的に活用し

ていくべきだと思います。もちろん、観光協会として

発信する内容と市民の方が発信する内容は違ってく

ると思いますので、ソーシャルメディアについてはも

っと積極的に活用すべきだと思います。 
千会長  今までのご意見を整理すると、戦略３が大事だとい

った意見がございました。 
水郷柳川を求めてこられる方の期待にどう応える

ことができるか、満足と感動を与える「水郷柳川づく

り」をつくることは本質だと思います。それを手助けす

る清掃活動であったり、市民団体を巻き込んだ活

動、風景写真をとって柳川を表現するやり方、ソーシ

ャルメディアの活用の仕方といったところもございま

すが、本質的な部分のアイデアをいただきたいと思

います。絵にかいた にならないような具体的なアイ

デアをお願いします。 
本田委員  「水郷柳川」と言われていますが、なぜ水郷なの

か、ここをもっと掘り下げていくべきだと思います。ど

のようにして「水郷柳川」が始まったんですよといった

部分のアプローチが大事だと思います。 
立花委員  北原白秋がはじめていった言葉と思います。白秋

先生は「すいきょう」とおっしゃっていたのが「すいご

う」になっていると思います。我々は水郷（すいごう）

柳川と言っております。それに物語・ストーリーをつ

けて発信するともっといいものになると思います。 
本田委員  歴史に興味がある方はたくさんいると思います。水

郷と柳川をブランドとして結びつけて分かる方々もい

らっしゃると思いますが、すべての方ではないと思い
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ます。柳川のブランドである水郷が何で結び付くの

かを目から鱗かもしれませんが、それをしっかりと柳

川は水郷であることを発信することが大事ですし、実

は水郷があることが知られていない、どんこ舟と水

郷のつながりが分かっていないかもしれません。北

原白秋を知らない方々もいらっしゃるかもしれませ

ん。特に、今回アンケート調査結果で２０代が増えた

とありますが、その方々が北原白秋を知っているの

か、４０代５０代にしてもそうです。そのような問題も

ございます。 
そうすると、戦略４にあるような白秋祭の演出や地

元の祭り、人物に焦点を当てた発信をしていくことも

重要ですし、水郷と柳川と白秋が本当に発信されて

いたのか、根底を洗い出し、掘り下げた方が、今後

のまちを売っていくためのブランドをつくっていくため

に必要ですし、「柳川を知ること」が大事だと思いま

す。 
何で水郷なのかを本当の基本をとらえて売って行

った方がいいと思います。 
立花委員  柳川の方は水郷柳川とは思っておられません。だ

から一生懸命売っていきながら、皆さんに感じていた

だこうと努力をしています。 
本田委員  写真で出ていることが、言葉にくっついていると思

います。どんこ舟と水郷の写真のイメージですね。そ

れしか観光客にはないと思います。水郷の歴史や掘

割のルートなどは市民に方々は知っていると思いま

すが、福岡市内の方や九州外の方は写真のワンシ

ョットしか知りません。それを裏切らない魅力づくりが

大事だと思います。本質を理解した上で、ワンショッ

トをいかに売っていくかが大事ではないかと思いまし

た。 
本当に今ある物をいかに売っていくことを考えるこ

とが大事だと思います。 
江崎委員  旅行先を決める材料としては、旅行雑誌があると

思いますが、そこに柳川の川下りの写真や美味しそ

うなうなぎめしの写真があるとそれを食べに行こうと
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思います。特に、深い予備知識もなく歴史も関係なく

旅行をすると思います。そこには、ブランドの意識は

初めての方はないと思います。初めて訪れた場所が

きれいで清潔でお土産物もあってということから気に

入って初めてその地域の歴史を知りたいと思うので

はないでしょうか。初めから歴史的背景から入っても

らうことは難しいと思います。まずはワンショットの魅

力を知ってもらい、来てもらって、川下りしてもらい、

うなぎめしを食べてもらい、地域の良さを知ってもらう

ことから始めるのではないかなと思いました。 
本田委員  私もワンショットで来られて、おそらく２０代の方々

は行きたいと思って旅行をされるので、そう思わせる

ことが大事ですし、それから水郷柳川とはこのような

ものだと知ってもらい掘り下げていくことが大事だと

思います。 
立花委員  ９３０km は川ではなく、掘割なんですよね。昔から

川下りと言っておりますが、イメージとしてお堀巡り

の方がしっくりくるのではないかと思いますが、川下

りというと皆さん急流下りをイメージされますので、そ

れを考えると柳川の川下りはお堀巡りがイメージとし

ていいような気がしますが。 
待鳥委員  柳川の場合は、川下りで全国的に売れているの

で、川下りでよいと思います。お堀巡りのことはきち

っと船頭さんが説明するといいと思います。 
湯布院に 馬車がございますが、そこであのガイ

ドの方の馬車に乗りたいといわれる方がいらっしゃ

います。柳川でも船頭さんが柳川の歴史やなぜ川下

りなのかを口頭で説明すると皆さん喜ばれると思い

ます。船頭さんの発信は大切だと思いまし、非常に

宝だと思います。 
本田委員  それが満足度にもつながってくると思います。 
待鳥委員  あの船頭さんの舟に乗りたいと思わせることができ

ればと思います。そのような地道なところ、小さなとこ

ろをクローズアップして、柳川の観光を含めた取り組

みを船頭さんが発信していく。 
また、それを市民の方々が他で発信していくことか
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ら柳川を愛していくことにもつながっていくのではな

いでしょうか。 
刈茅副会長  色々と貴重なご意見をいただきありがとうございま

した。魅力的な地域づくり・観光地づくりが大事だと

思います。その中で、「ベーシック的」なもので堀が汚

い、それをいかにきれいにしていくかがより魅力アッ

プにつながってくると思いますし、駐車場が少ないと

不満要素にありましたが、本当に少ないのか、案内

看板が少ないのかもしれません。いろんなサインの

問題など「ベーシック的」なものに力を入れていく必

要があると思います。 
 水の問題については、雨が多いときは非常にいい

んですが、水量が少ないと堀の清掃は日ごろから行

っていますが、観光客にとってはイメージダウンにな

っております。しかし、すぐには解決できない部分で

もございます。 
千会長  今、水をきれいにすることはハードル的に高いとい

うことですが、それを前提の上で可能な限りで環境を

改善していく方向で検討していくことが大事だと思い

ます。 
江崎委員  今までの議論の中で、柳川の玄関口である西鉄柳

川駅に関する内容がありませんがどうお考えです

か。 
野田委員  柳川駅地区の周辺整備を平成２６年度までに整備

します。柳川駅を橋上駅にして、駅前広場を東口・西

口に設けて、自由通路で行き来できるような計画が

ございます。柳川観光の表玄関として整備を西鉄と

一緒に進めております。 
大江委員  タクシー待合場所には、屋根がないので不便です

ね。雨が降った時は困りますよね。 
野田委員  その辺も含めて西鉄と整備を進めてまいります。 
千会長  最近の傾向として、旅行をする若い方はスマートフ

ォンを持って歩く人が増えてきています。韓国人観光

客もそうですが、柳川に来る若い人もスマートフォン

で情報を得る方が増えています。スマートフォンでワ

イファイが繋がっているかどうかを確認しています。
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今後はワイファイの整備が情報インフラとして重要に

なってくると思います。自分で柳川のよいところや美

味しいお店をキャッチします。もちろん、案内サイン

の整備も大事ですが、これからはワイファイゾーンの

整備が求められてくると思います。 
本田委員  私の娘もスマートフォンで情報をとるのが早いで

す。今の若い人たちは「るるぶ」といった情報誌を開

くことが少なくなっているのではないでしょうか。 
大江委員  スマートフォンを持っていらっしゃる方は、この中で

も数名でしょうか。現在は、変わり目で、５０・６０代の

方々はまだ使っていらっしゃらないでしょうか。でも、

準備をしていかないといけないでしょうね。 
荒巻委員  ここでの議論とはちょっとずれますが、大相撲琴奨

菊関が旬なんですが、徳島県の阿南市が野球課を

つくってキャンプの誘致を行っておりますが、まだ結

果は知りませんが、市内の方はご存じだと思います

が、第１０代横綱雲龍は柳川出身で、毎年１１月３日

には記念の相撲大会が開かれています。ぜひ、柳川

市の組織として相撲課をつくって学生相撲や社会人

相撲もございますので大会の誘致を行って交流人口

を増やすことも考えられるのではないでしょうか。 
大江委員  佐賀県武雄市の 渡市長が有名です。映画の誘

致のために、課をつくるのに通常はフイルムコミッシ

ョン課といったような組織名になると思いますが、佐

賀のがばいばあちゃん課なんですよね。ネ―ミング

が面白いとマスコミがとりあげてくれます。もう一つ、

いのししがまちに出てきて迷惑なので、その対応の

ためにいのし課長とつけるんですよね。福岡市でも

屋台課長をつくられましたが、一時的でもクローズア

ップされます。雲龍のことも初めて知りましたが、そ

れを知らせるためにも、相撲課がつくられて全国相

撲大会を計画されると琴奨菊関と結び付きます。そ

のような発想がメディアに対して必要だと思います。

好感を迎えられる情報をいかに発信できるかと思い

ます。 
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荒巻委員  ありがとうございます。さすがに、琴奨菊関課はあ

んまりでしょうからですね。 
本田委員  でも、ＪＲでは、魁皇といった特急列車ができました

よ。 
荒巻委員  大分駅に着くときは、地球の歩き方のメロディーが

ながれますので、柳川駅に着いた時は琴奨菊関の

アナウンスが流れるのも考えられます。 
大江委員  そのようなことが、メディアに取り上げられます。 
本田委員  竹田市は荒城の月が流れます。 
千会長  それでは、そろそろ時間になりましたので、今日ご

意見をいただいた内容を事務局で整理をしていただ

き、次回はそれを検討していただくと共にやり方につ

いてもご意見いただきたいと思います。これまで、短

期計画に掲げた様々な事業を展開してきましたが、

満足度が改善できなかった項目もございました。もち

ろん内容もあると思いますが、やり方にも問題があっ

たのではないかと考えられます。次回、取り組みと同

時にやり方についてもご意見をいただきたいと思い

ます。それでは、次回についてお願いします。 
山田係長 次回は、１０月３１日午後２時から開催させていた

だきます。会場は柳川庁舎で行います。 
後日、案内文書を送付させていただきます。  
一つ、目野委員からメールがありましたどんこジャ

ズについて、いいでしょうか。 
目野委員  プロジェクトチームは市民の有志の方の集まりで活

動しておりますが、川下りだけではない柳川の新し

い魅力の発信ということで、水辺の有効活用をしよう

ということで、昨年どんこ舟を係留して「どんこビア」

を開催しました。第２弾として１０月８日にどんこジャ

ズを行います。今回、国指定名勝に指定された御花

さんの東庭園で柳川市出身の演奏者を中心にジャ

ズを聞きながらゆっくりとした時間を皆さんと共有し

たいということで開催します。ロケーションも素晴らし

いし、音楽も素晴らしい、お酒でも飲みながらといっ

た楽しいイベントを開催しますのでよろしくお願いしま

す。 
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  千会長  それでは、３回目の委員会を閉会させていただきま

す。ありがとうございました。 
 
 


